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３．評議員・理事・監事 

 

氏 名 所 属 

秋山 弘子 東京大学 名誉教授 

安藤 高夫 医療法人社団永生会 理事長 

池上 直己 慶應義塾大学 名誉教授 

石井 信芳 一般社団法人地域共生政策自治体連携機構 代表理事 事務局長 

梅原 慎史 日本郵船株式会社 執行役員 

榎本  亮 株式会社三菱総合研究所 人事部長 

小野木 純 三菱電機株式会社 人事部次長 

野川 真木子 三菱マテリアル株式会社 執行役員 人事部長 

橋詰 政幸 東京海上日動火災保険株式会社 総務部長 

花俣 ふみ代 公益社団法人認知症の人と家族の会 副代表理事 埼玉県支部代表 

藤原 佳典 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長 

丸井 英二 人間総合科学大学 人間科学部 教授 

簾  孝志 AGC株式会社 常務執行役員 人事部長 

三好 敏也 キリンホールディングス株式会社 取締役常務執行役員 

明嵐 二朗 三菱地所株式会社 総務部長 
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１．財団の概要 

法 人 名 公益財団法人 ダイヤ高齢社会研究財団 

理 事 長 
（代表理事） 

石塚 博昭 （2017年 5月 1日就任） 

所 在 地 
〒160-0022 

 東京都新宿区新宿一丁目 34番 5号 VERDE VISTA新宿御苑 3階 

電話／FAX 03-5919-1631（代表） ／ FAX  03-5919-1641 

ホームページ https://dia.or.jp/   

設 立 
1993(平成 5)年 6月 18日（厚生省許可） 

2010(平成 22)年 12月 1日 公益財団法人に移行（内閣府認定） 

目 的 
高齢社会の諸問題に関する実践的な調査・研究活動を通じて、保健・ 

医療及び福祉等の分野の課題の解決に寄与する 

主な事業 
高齢社会における「健康」「経済」「生きがい」に関する調査・研究、 

並びに諸問題に関する啓発活動・活動成果の普及 

賛助会員 

26社 

 

(五十音順) 

(2021年7月1日現在) 

 

 

・AGC株式会社 ・ENEOSホールディングス株式会社 

・キリンホールディングス株式会社 ・東京海上日動火災保険株式会社  

・株式会社ニコン ・日本郵船株式会社 ・株式会社ピーエス三菱 

・三菱化工機株式会社     ・三菱ガス化学株式会社 ・三菱ケミカル株式会社 

・株式会社三菱ケミカルホールディングス ・三菱地所株式会社 

・三菱自動車工業株式会社 ・三菱重工業株式会社 ・三菱商事株式会社 

・三菱製鋼株式会社 ・三菱製紙株式会社 ・三菱倉庫株式会社 

・株式会社三菱総合研究所 ・三菱電機株式会社 ・三菱マテリアル株式会社 

・株式会社三菱 UFJ銀行 ・三菱 UFJ証券ホールディングス株式会社 

・三菱 UFJ信託銀行株式会社 ・三菱UFJニコス株式会社 ・明治安田生命保険相互会社 

２．執行組織 

 
 
 

  

評議員会 

事務局 研究部 

理 事 会 

理 事 長 

常務理事 

会 長 

企画調査部 

 
当財団ホームページ 

https://dia.or.jp/ 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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石井 信芳 一般社団法人地域共生政策自治体連携機構 代表理事 事務局長 

梅原 慎史 日本郵船株式会社 執行役員 

榎本  亮 株式会社三菱総合研究所 人事部長 

小野木 純 三菱電機株式会社 人事部次長 

野川 真木子 三菱マテリアル株式会社 執行役員 人事部長 

橋詰 政幸 東京海上日動火災保険株式会社 総務部長 
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明嵐 二朗 三菱地所株式会社 総務部長 
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法 人 名 公益財団法人 ダイヤ高齢社会研究財団 

理 事 長 
（代表理事） 

石塚 博昭 （2017年 5月 1日就任） 

所 在 地 
〒160-0022 

 東京都新宿区新宿一丁目 34番 5号 VERDE VISTA新宿御苑 3階 

電話／FAX 03-5919-1631（代表） ／ FAX  03-5919-1641 

ホームページ https://dia.or.jp/   

設 立 
1993(平成 5)年 6月 18日（厚生省許可） 

2010(平成 22)年 12月 1日 公益財団法人に移行（内閣府認定） 

目 的 
高齢社会の諸問題に関する実践的な調査・研究活動を通じて、保健・ 

医療及び福祉等の分野の課題の解決に寄与する 
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４．理事会・評議員会の開催状況 

 
開催日 

（※：定時理事会） 
決議事項（○）・報告事項（◇） 

2020年 5月 21日 

（※） 

○ 2019年度事業報告、計算書類(貸借対照表および正味財産増減計算書)

および附属明細書ならびに財産目録承認の件 

○ 定時評議員会の日時および場所ならびに目的である事項等の件 

◇ 理事・監事候補者の件 

◇ 資産運用状況の件 

2020年 6月 8日 ○ 役員互選の件、事務局長承認の件 

2020年 10月 28日 

◇ 職務遂行状況報告の件 

◇ 特定資産運用商品状況報告の件 

◇ 第 15回日本応用老年学会大会開催報告の件 

2020年 12月 25日 〇 内部諸規程の改正及び廃止の件 

2021年 3月 3日 

（※） 

○ 2020年度 第 2回評議員会の日時および場所ならびに目的である事項等

の件 

○ 2021年度 事業計画および収支予算の件 

◇ 職務遂行状況の件 

◇ 理事候補者の件 

 
開催日 

（※：定時評議員会） 
決議事項（○）・報告事項（◇） 

2020年 6月 8日 

（※） 

○ 2019 年度計算書類(貸借対照表および正味財産増減計算書)および附属

明細書ならびに財産目録承認の件 

○ 理事・監事選任の件 

◇ 2019年度事業報告の件 

◇ 資産運用状況の件 

2020年 9月 30日 ○ 評議員選任の件 

2021年 3月 3日 

○ 2021年度 事業計画および収支予算の件 

〇 理事選任の件 

◇ 職務遂行状況の件 

2021年 4月 30日 ○ 評議員・監事選任の件 

 

理事会 

評議員会 
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氏 名 所 属 

会長 

松尾 憲治 
明治安田生命保険相互会社 特別顧問 

理事長(代表理事) 

石塚 博昭 
三菱ケミカル株式会社 特別顧問 

常務理事(業務執行理事) 

佐藤 一三 
公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 

浅野 洋介 公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 

江澤 和彦 公益社団法人日本医師会 常任理事 

小椋 和朗 三菱重工業株式会社 総務法務部長 

齋藤 訓子 公益社団法人日本看護協会 副会長 

髙井 康行 一般財団法人長寿社会開発センター 理事長 

田中   滋 埼玉県立大学 理事長 

常森 賢行 株式会社三菱ＵＦＪ銀行 執行役員 人事部長 

野島 嘉之 三菱商事株式会社 執行役員 総務部長 

堀田  力 公益財団法人さわやか福祉財団 会長 

水田 邦雄 一般社団法人シルバーサービス振興会 理事長 

山本 則子 東京大学大学院 医学系研究科 教授 

 

 

氏 名 所 属 

石川  恭 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 取締役専務執行役員 

金子 茂夫 金子会計事務所（公認会計士・税理士） 

 

  

理 事 

監 事 
（2021年 7月 1日現在） （敬称略。五十音順） 

（2021年 7月 1日現在） （敬称略） 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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４．理事会・評議員会の開催状況 

 
開催日 

（※：定時理事会） 
決議事項（○）・報告事項（◇） 

2020年 5月 21日 

（※） 

○ 2019年度事業報告、計算書類(貸借対照表および正味財産増減計算書)

および附属明細書ならびに財産目録承認の件 

○ 定時評議員会の日時および場所ならびに目的である事項等の件 

◇ 理事・監事候補者の件 

◇ 資産運用状況の件 

2020年 6月 8日 ○ 役員互選の件、事務局長承認の件 

2020年 10月 28日 

◇ 職務遂行状況報告の件 

◇ 特定資産運用商品状況報告の件 

◇ 第 15回日本応用老年学会大会開催報告の件 

2020年 12月 25日 〇 内部諸規程の改正及び廃止の件 

2021年 3月 3日 

（※） 

○ 2020年度 第 2回評議員会の日時および場所ならびに目的である事項等

の件 

○ 2021年度 事業計画および収支予算の件 

◇ 職務遂行状況の件 

◇ 理事候補者の件 

 
開催日 

（※：定時評議員会） 
決議事項（○）・報告事項（◇） 

2020年 6月 8日 

（※） 

○ 2019 年度計算書類(貸借対照表および正味財産増減計算書)および附属

明細書ならびに財産目録承認の件 

○ 理事・監事選任の件 

◇ 2019年度事業報告の件 

◇ 資産運用状況の件 

2020年 9月 30日 ○ 評議員選任の件 

2021年 3月 3日 

○ 2021年度 事業計画および収支予算の件 

〇 理事選任の件 

◇ 職務遂行状況の件 

2021年 4月 30日 ○ 評議員・監事選任の件 

 

理事会 

評議員会 
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氏 名 所 属 

会長 

松尾 憲治 
明治安田生命保険相互会社 特別顧問 

理事長(代表理事) 

石塚 博昭 
三菱ケミカル株式会社 特別顧問 

常務理事(業務執行理事) 

佐藤 一三 
公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 

浅野 洋介 公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 

江澤 和彦 公益社団法人日本医師会 常任理事 

小椋 和朗 三菱重工業株式会社 総務法務部長 

齋藤 訓子 公益社団法人日本看護協会 副会長 

髙井 康行 一般財団法人長寿社会開発センター 理事長 

田中   滋 埼玉県立大学 理事長 

常森 賢行 株式会社三菱ＵＦＪ銀行 執行役員 人事部長 

野島 嘉之 三菱商事株式会社 執行役員 総務部長 

堀田  力 公益財団法人さわやか福祉財団 会長 

水田 邦雄 一般社団法人シルバーサービス振興会 理事長 

山本 則子 東京大学大学院 医学系研究科 教授 

 

 

氏 名 所 属 

石川  恭 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 取締役専務執行役員 

金子 茂夫 金子会計事務所（公認会計士・税理士） 

 

  

理 事 

監 事 
（2021年 7月 1日現在） （敬称略。五十音順） 

（2021年 7月 1日現在） （敬称略） 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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澤岡 詩野 主任研究員（博士＜工学＞） 

 
専 門 領 域 ・ 老年社会学（社会関係）、都市社会学、建築学（都市計画） 

研究テーマ 
・ 都市高齢者の周縁部の社会関係（仲間や知合いなどのゆるやかなつながり) 

・ 社会とつながり続ける手段としての ICT の可能性（情報通信技術） 

・ 高齢期の第三の居場所（家庭、職場に続く居心地の良い場の形成） 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 
・後悔しない年賀状終活のすすめ，澤岡詩野，カナリアコミュニケーションズ，2019 
・「地方創生」へのまちづくり・ひとづくり，袖井孝子編著、佐藤滋，辻利夫，澤岡詩

野他，ミネルヴァ書房，2016 
・ 荻窪家族プロジェクト物語；住む人・使う人・地域の人みんなでつくり多世代で暮

らす新たな住まい方の提案，荻窪家族プロジェクト編著：瑠璃川正子，澤岡詩野，
連建夫他，萬書房，2016 

(論文) 
・介護予防を目的とした高齢者の自主グループ活動で生じる課題；横浜市元気づくりス

テーション事業で世話役を担う高齢者の語りから；澤岡詩野，エイジレスフォーラ
ム№18，2020 

・大都市居住傘寿者のコホート調査追跡対象者の特性と 4 年 6 か月後の生命予後及び
介護・医療サービスの利用状況；長田斎，古谷野亘，安藤雄一，澤岡詩野，甲斐一
郎，厚生の指標 67(1),1-8，2020 

・ 都市高齢者のボランティア活動と継続意識；よこはまシニアボランティアポイント制度登録者に
おける検討；澤岡詩野､渡邉大輔､中島民恵子､大上真一, 応用老年学, 第11巻, 61－70, 2017 

・ 高齢者が日常生活において交流している他者との関係；古谷野亘，澤岡詩野，菅原
育子，西村昌記, 老年社会科学 38(3), 345-350, 2016 

・ 都市高齢者の近隣との関わり方と支え合いへの意識；非常時と日常における近隣への意識に着目し
て；澤岡詩野､渡邉大輔､中島民恵子､大上真一, 老年社会科学, 第37巻第3号, 306－315, 2015 

・ 高齢者の非親族との電子メールを介した交流の特性；澤岡詩野，袖井孝子，森やす
子，荒井浩道，社会情報学，第 2 巻第 3 号，15-26，2014 

・ 都市部の企業退職者の社会活動と社会関係におけるインターネットの位置づけ；澤
岡詩野, 応用老年学, 第 8 巻第 1 号, 31-39, 2014 

・ 都市のひとり暮らし後期高齢者における他者との日常的交流；澤岡詩野､古谷野亘､
本田亜起子, 老年社会科学, 第 34 巻第 1 号, 39-45, 2012 

(競争的資金) 
・ 平成 29 年度長寿科学研究者支援事業(平成 29 年～31 年) 
  ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因に関する研究 
・ 平成 25 年度 厚生労働科学研究費補助金(平成 23 年､研究代表者 藤原佳典､分担研究者)  

地域保健事業におけるソーシャルキャピタルの活用に関する研究 
・ 平成 23 年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 A(平成 23～平成 25 年) 

日常化しつつある都市在宅高齢者の交流媒体としてのインターネットの役割 
・ 平成 22、23 年度 福祉医療機構事業助成(申請 シニア社会学会) 

ICT による高齢者孤立防止事業、孤立防止モデル普及事業 
・ 平成 22 年度 日本興亜福祉財団ジェロントロジー研究助成 

ICT を活用した後期高齢期における社会活動継続に関する研究 
(受賞歴) 
・ 平成 28 年度 日本老年社会科学会 論文賞 
・ 平成 23 年度 日本老年社会科学会 奨励賞 
・ 平成 14 年度 三井住友海上福祉財団賞 高齢者福祉部門 佳作 

大学・関係団体 
での役職 

・ 法政大学現代福祉学部、神奈川大学社会教育課程 非常勤講師 
・ 東京都健康長寿医療センター 協力研究員 
・ 日本老年社会科学会(広報委員、編集委員）、日本応用老年学会（監事、編集委員）、

シニア社会学会（理事） 
・ 日本建築学会、日本都市社会学会、社会情報学会、The Gerontological Society of America会員 
・ (公財)東京都防災・建築まちづくりセンター 理事 
・ 総務省平成 29 年度「IoT 新時代の未来づくり検討委員会」高齢者 SWG 構成員 
・ 内閣府平成 27 年度～令和 2 年度 高齢社会フォーラム運営委員  
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５．研究スタッフ （2021 年 5 月 1 日現在） 

石橋 智昭 主席研究員／研究部長（博士＜医学＞） 

専 門 領 域 ・ ヘルスサービスリサーチ 

研究テーマ 
・ 介護サービスの質の可視化 

・ 介護保険制度の政策評価 

・ 生きがい就業の健康維持効果 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ 介護職員 初任者研修テキスト(分担執筆)：介護労働安定センター(2018 年) 

・ インターライ方式ガイドブック；ケアプラン作成・質の管理・看護での活用(編著)：

医学書院(2017) 

・ 就労支援で高齢者の社会的孤立を防ぐ 社会参加の促進と QOL の向上；第 5 章 生

きがい就業を支える社会システム(分担執筆)：ミネルヴァ書房(2016) 

・ Long-term care reforms in OECD countries; POLICY PRESS, 2016 

・ ジェロントロジー・ライブラリー②高齢者の就業と健康 何歳まで働くべきか； 

  第 3 章-1 介護予防になる生きがい就業のかたち(分担執筆)社会保険出版社(2016) 

・ Towards Human Rights in Residential Care for Older Persons: International Perspectives; 

Human rights and residential care for older people in Japan. Routledge，2015. 

・ Regulating Long-Term Care Quality; An International Comparison. 

Cambridge University Press，2014.  

・ インターライ方式 ケア アセスメント―居宅・施設・高齢者住宅(翻訳)． 

  医学書院(2011 年)  

(論文) 

・ 要介護度を用いたアウトカム評価の課題；複数指標での予防給付サービスの効果検

証結果から．応用老年学, Vol.14-1, 23-30, 2020. 

・ シルバー人材センター会員の加齢と就業．老年社会科学, Vol.42-3, 209-214, 2020. 

・ シルバー人材センター会員の前職と希望する職種の関係 老年社会科学 38-1 (2016) 

・ 生きがい就業を支えるシルバー人材センターのシステム. 老年社会科学, Vol.37-1, 2015. 

・ ｢介護予防の観点からみた生きがい就業の効用．『病院設備』(VOL.56-4, 2014) 

・ アセスメントデータを用いた居宅ケアの質の評価--HC-QI の活用. 老年社会科学 

33(3)484-489(2011 年) 

・ Should the provision of home help services be contained? : validation of the new 

preventive care policy in Japan. BMC health services research 10 224(2010 年) 

(競争的資金) 

・ 科学研究費助成事業(2020-2022) 「要介護高齢者の社会的な Well-being を評価する

「参加」指標の探索 

・ 第 46 回(平成 27 年)三菱財団 社会福祉事業・研究助成「高齢者が支え手側となる

「生きがい就業」の有用性検証」 

・ 科学研究費助成事業(2013-2015)「ケア現場のエビデンス集積を促進する利用者デー

タベースの構築」 

大学・関係団体 
での役職 

・ 慶應義塾大学医学部 非常勤講師 

・ 東邦大学看護学部 非常勤講師 

・ 日本応用老年学会 副理事長 

・ (公社)全国シルバー人材センター事業協会 優良センター等選定委員 

・ 特定非営利活動法人インターライ日本 理事 

・ 東京都健康長寿医療センター 協力研究員    

Ⅱ 財団の目的と事業・研究の領域 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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澤岡 詩野 主任研究員（博士＜工学＞） 

 
専 門 領 域 ・ 老年社会学（社会関係）、都市社会学、建築学（都市計画） 

研究テーマ 
・ 都市高齢者の周縁部の社会関係（仲間や知合いなどのゆるやかなつながり) 

・ 社会とつながり続ける手段としての ICT の可能性（情報通信技術） 

・ 高齢期の第三の居場所（家庭、職場に続く居心地の良い場の形成） 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 
・後悔しない年賀状終活のすすめ，澤岡詩野，カナリアコミュニケーションズ，2019 
・「地方創生」へのまちづくり・ひとづくり，袖井孝子編著、佐藤滋，辻利夫，澤岡詩

野他，ミネルヴァ書房，2016 
・ 荻窪家族プロジェクト物語；住む人・使う人・地域の人みんなでつくり多世代で暮

らす新たな住まい方の提案，荻窪家族プロジェクト編著：瑠璃川正子，澤岡詩野，
連建夫他，萬書房，2016 

(論文) 
・介護予防を目的とした高齢者の自主グループ活動で生じる課題；横浜市元気づくりス

テーション事業で世話役を担う高齢者の語りから；澤岡詩野，エイジレスフォーラ
ム№18，2020 

・大都市居住傘寿者のコホート調査追跡対象者の特性と 4 年 6 か月後の生命予後及び
介護・医療サービスの利用状況；長田斎，古谷野亘，安藤雄一，澤岡詩野，甲斐一
郎，厚生の指標 67(1),1-8，2020 

・ 都市高齢者のボランティア活動と継続意識；よこはまシニアボランティアポイント制度登録者に
おける検討；澤岡詩野､渡邉大輔､中島民恵子､大上真一, 応用老年学, 第11巻, 61－70, 2017 

・ 高齢者が日常生活において交流している他者との関係；古谷野亘，澤岡詩野，菅原
育子，西村昌記, 老年社会科学 38(3), 345-350, 2016 

・ 都市高齢者の近隣との関わり方と支え合いへの意識；非常時と日常における近隣への意識に着目し
て；澤岡詩野､渡邉大輔､中島民恵子､大上真一, 老年社会科学, 第37巻第3号, 306－315, 2015 

・ 高齢者の非親族との電子メールを介した交流の特性；澤岡詩野，袖井孝子，森やす
子，荒井浩道，社会情報学，第 2 巻第 3 号，15-26，2014 

・ 都市部の企業退職者の社会活動と社会関係におけるインターネットの位置づけ；澤
岡詩野, 応用老年学, 第 8 巻第 1 号, 31-39, 2014 

・ 都市のひとり暮らし後期高齢者における他者との日常的交流；澤岡詩野､古谷野亘､
本田亜起子, 老年社会科学, 第 34 巻第 1 号, 39-45, 2012 

(競争的資金) 
・ 平成 29 年度長寿科学研究者支援事業(平成 29 年～31 年) 
  ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因に関する研究 
・ 平成 25 年度 厚生労働科学研究費補助金(平成 23 年､研究代表者 藤原佳典､分担研究者)  

地域保健事業におけるソーシャルキャピタルの活用に関する研究 
・ 平成 23 年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 A(平成 23～平成 25 年) 

日常化しつつある都市在宅高齢者の交流媒体としてのインターネットの役割 
・ 平成 22、23 年度 福祉医療機構事業助成(申請 シニア社会学会) 

ICT による高齢者孤立防止事業、孤立防止モデル普及事業 
・ 平成 22 年度 日本興亜福祉財団ジェロントロジー研究助成 

ICT を活用した後期高齢期における社会活動継続に関する研究 
(受賞歴) 
・ 平成 28 年度 日本老年社会科学会 論文賞 
・ 平成 23 年度 日本老年社会科学会 奨励賞 
・ 平成 14 年度 三井住友海上福祉財団賞 高齢者福祉部門 佳作 

大学・関係団体 
での役職 

・ 法政大学現代福祉学部、神奈川大学社会教育課程 非常勤講師 
・ 東京都健康長寿医療センター 協力研究員 
・ 日本老年社会科学会(広報委員、編集委員）、日本応用老年学会（監事、編集委員）、

シニア社会学会（理事） 
・ 日本建築学会、日本都市社会学会、社会情報学会、The Gerontological Society of America会員 
・ (公財)東京都防災・建築まちづくりセンター 理事 
・ 総務省平成 29 年度「IoT 新時代の未来づくり検討委員会」高齢者 SWG 構成員 
・ 内閣府平成 27 年度～令和 2 年度 高齢社会フォーラム運営委員  

Ⅵ 財団の概要・組織・研究スタッフ 
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５．研究スタッフ （2021 年 5 月 1 日現在） 

石橋 智昭 主席研究員／研究部長（博士＜医学＞） 

専 門 領 域 ・ ヘルスサービスリサーチ 

研究テーマ 
・ 介護サービスの質の可視化 

・ 介護保険制度の政策評価 

・ 生きがい就業の健康維持効果 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ 介護職員 初任者研修テキスト(分担執筆)：介護労働安定センター(2018 年) 

・ インターライ方式ガイドブック；ケアプラン作成・質の管理・看護での活用(編著)：

医学書院(2017) 

・ 就労支援で高齢者の社会的孤立を防ぐ 社会参加の促進と QOL の向上；第 5 章 生

きがい就業を支える社会システム(分担執筆)：ミネルヴァ書房(2016) 

・ Long-term care reforms in OECD countries; POLICY PRESS, 2016 

・ ジェロントロジー・ライブラリー②高齢者の就業と健康 何歳まで働くべきか； 

  第 3 章-1 介護予防になる生きがい就業のかたち(分担執筆)社会保険出版社(2016) 

・ Towards Human Rights in Residential Care for Older Persons: International Perspectives; 

Human rights and residential care for older people in Japan. Routledge，2015. 

・ Regulating Long-Term Care Quality; An International Comparison. 

Cambridge University Press，2014.  

・ インターライ方式 ケア アセスメント―居宅・施設・高齢者住宅(翻訳)． 

  医学書院(2011 年)  

(論文) 

・ 要介護度を用いたアウトカム評価の課題；複数指標での予防給付サービスの効果検

証結果から．応用老年学, Vol.14-1, 23-30, 2020. 

・ シルバー人材センター会員の加齢と就業．老年社会科学, Vol.42-3, 209-214, 2020. 

・ シルバー人材センター会員の前職と希望する職種の関係 老年社会科学 38-1 (2016) 

・ 生きがい就業を支えるシルバー人材センターのシステム. 老年社会科学, Vol.37-1, 2015. 

・ ｢介護予防の観点からみた生きがい就業の効用．『病院設備』(VOL.56-4, 2014) 

・ アセスメントデータを用いた居宅ケアの質の評価--HC-QI の活用. 老年社会科学 

33(3)484-489(2011 年) 

・ Should the provision of home help services be contained? : validation of the new 

preventive care policy in Japan. BMC health services research 10 224(2010 年) 

(競争的資金) 

・ 科学研究費助成事業(2020-2022) 「要介護高齢者の社会的な Well-being を評価する

「参加」指標の探索 

・ 第 46 回(平成 27 年)三菱財団 社会福祉事業・研究助成「高齢者が支え手側となる

「生きがい就業」の有用性検証」 

・ 科学研究費助成事業(2013-2015)「ケア現場のエビデンス集積を促進する利用者デー

タベースの構築」 

大学・関係団体 
での役職 

・ 慶應義塾大学医学部 非常勤講師 

・ 東邦大学看護学部 非常勤講師 

・ 日本応用老年学会 副理事長 

・ (公社)全国シルバー人材センター事業協会 優良センター等選定委員 

・ 特定非営利活動法人インターライ日本 理事 

・ 東京都健康長寿医療センター 協力研究員    

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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  ダイヤ高齢社会研究財団 

 
上原 桃美（旧姓中村） 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学 

研究テーマ ・ シルバー人材センターにおける QOL 維持増進効果の検証 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ ジェロントロジー・ライブラリー②高齢者の就業と健康 何歳まで働くべきか； 

  第 3 章-1 介護予防になる生きがい就業のかたち(分担執筆)社会保険出版社(2016) 

(論文)  

・ 石橋智昭、森下久美、中村桃美：「シルバー人材センター会員の加齢と就業」老年社

会科学, 42(3), 209-214, 2020 

・ 中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに対する会員の領域別満足度と関連要

因の検討」応用老年学, 12(1), 2018 

・ 中村桃美，石橋智昭：「生きがい就業における年齢階層別の就業実態；シルバー人材

センター7 ヶ所への調査から」．応用老年学, 11(1), 2017． 

・ 塚本成美、中村桃美、石橋智昭：「シルバー人材センター会員の前職と希望する職種

の関係」. 老年社会科学, 38(1), 2016 

・ 中村桃美、長田久雄、杉澤秀博：「都市部シルバー人材センターにおける就業の高次

生活機能の低下抑制への影響」．老年学雑誌, (6), 2016 

・ 石橋智昭、中村桃美：「介護予防プログラムへの生きがい就業の活用」病院設備、56(4)、2014 

(学会発表)  

・ 森下久美・松山玲子・渡辺修一郎・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに

おける 10 年間の重篤事故状況の推移」第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センターにおける就業班リーダーの

認知症に対する態度」日本老年社会科学会第 62 回大会（Vol.42 No.2 誌上発表）

（2020/6） 

・ Kumi Morishita・Momomi Nakamura・Tomoaki Ishibashi：「The Job Description of Aged 

80 and Over；The Case of SHRC In Japan」The 11th Asia/ Oceania Congress of 

Gerontology and Geriatrics（2019/10、Taiwan） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「認知機能低下が見られる高齢者の就業；都内シル

バー人材センター会員を対象に」第 78 回日本公衆衛生学会総会（2019/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員が希望しない仕事の特

徴」第 14 回日本応用老年学会大会（2019/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センターにおける退会会員の特性；

全国調査からの検討」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 塚本成美・石橋智昭・森下久美・中村桃美・大坪英二郎・松田文子・渡辺修一郎：

「シルバー人材センターの 80 歳以上の会員が担当している仕事の内容と条件」日

本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員の年齢段階別の退会理

由；全国 6 万人調査の結果から」第 77 回日本公衆衛生学会総会（2018/10） 

・ 中村桃美・塚本成美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員の加齢と就業①； 

  配分金からみた就業量の変化」．日本老年社会科学会第 60 回大会（2018/6） 

 (競争的資金)  

・ 科学研究費助成事業(2018-2020)「高齢期の認知機能低下は生きがい就業を不可能に

するか；支援方法構築のための基礎研究」． 

大学・関係団体 
での役職 ・ 社会福祉法人亀鶴会 公益的取組み推進委員 
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安 順姫 研究員（修士＜老年学＞） 

専門領域  ・ 老年学 

研究テーマ 
・ うつ予防教室終了後の自主グループ活動の推進 

・ 介護予防教室終了後の自主活動定着のための支援のあり方 

・ うつ予防プログラムの普及・定着 

近年の主な業績 

(論文) 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：ポジティブ心理学的介入に基づくうつ予防教室終了

後の自主グループ活動への継続参加に関する要因．応用老年学，2020；14(1)：4-12 

・ 安順姫、芳賀博、兪今：介護予防ボランティア登録者の活動への参加頻度に関連 

する要因．老年学雑誌 2011；2：1-13． 

(学会発表) 

・ 安順姫、芳賀博、岩田明子：「ポジティブ心理学的介入に基づくハッピープログラム

が高齢者の不安に与える影響」第 79 回日本公衆衛生学会総会(2020/10） 

・ 安順姫、芳賀博、岩田明子：「地域在住高齢者の抑うつ症状の変化と発症に関連する

要因：4 年間の縦断的研究」．第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：「自主グループ活動を継続させるための支援のあり方

～「ハッピー教室」終了後の自主グループを対象とした検討～」日本老年社会科学

会第 62 回大会（2020/6） 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：「うつ予防教室終了後の自主活動継続のための支援の

あり方」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 安順姫、兪今：「うつ予防教室終了後の自主活動がその後のメンタルヘルスに与える

効果」第 77 回日本公衆衛生学会総会(2018/10) 

・ 兪今、安順姫、張慶鎬：「中国の高学歴層高齢者における睡眠状態とその関連要因」

第 82 回日本健康学会(2017/11) 

・ 安順姫、兪今：「うつ予防教室終了後における自主グループ活動への参加の実態およ

びその関連要因－神奈川県 C 市を事例とした検討－」第 12 回日本応用老年学会大

会(2017/10) 

・ 安順姫、兪今：「高齢者の主観的幸福感とハッピープログラムの実施状況との関連」

日本老年社会科学会第 59 回大会(2017/6) 

・ 兪今、安順姫：「高齢期における幸福感がその後の抑うつ発症に与える影響；5 年間

の縦断的研究から得られた知見」第 32 回日本老年精神医学会学術集会(2017/6) 

 (競争的資金) 

・ 三井住友海上福祉財団（2020-2021 年度）：ポジティブ心理学的介入が軽度要介護高

齢者の精神的健康に及ぼす効果 

・ 平成 29 年度 科学研究費助成事業(平成 29～平成 30 年度)：うつ予防教室終了後の自

主活動定着のための支援に関する研究 
  

  

Ⅱ 財団の目的と事業・研究の領域 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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上原 桃美（旧姓中村） 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学 

研究テーマ ・ シルバー人材センターにおける QOL 維持増進効果の検証 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ ジェロントロジー・ライブラリー②高齢者の就業と健康 何歳まで働くべきか； 

  第 3 章-1 介護予防になる生きがい就業のかたち(分担執筆)社会保険出版社(2016) 

(論文)  

・ 石橋智昭、森下久美、中村桃美：「シルバー人材センター会員の加齢と就業」老年社

会科学, 42(3), 209-214, 2020 

・ 中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに対する会員の領域別満足度と関連要

因の検討」応用老年学, 12(1), 2018 

・ 中村桃美，石橋智昭：「生きがい就業における年齢階層別の就業実態；シルバー人材

センター7 ヶ所への調査から」．応用老年学, 11(1), 2017． 

・ 塚本成美、中村桃美、石橋智昭：「シルバー人材センター会員の前職と希望する職種

の関係」. 老年社会科学, 38(1), 2016 

・ 中村桃美、長田久雄、杉澤秀博：「都市部シルバー人材センターにおける就業の高次

生活機能の低下抑制への影響」．老年学雑誌, (6), 2016 

・ 石橋智昭、中村桃美：「介護予防プログラムへの生きがい就業の活用」病院設備、56(4)、2014 

(学会発表)  

・ 森下久美・松山玲子・渡辺修一郎・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに

おける 10 年間の重篤事故状況の推移」第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センターにおける就業班リーダーの

認知症に対する態度」日本老年社会科学会第 62 回大会（Vol.42 No.2 誌上発表）

（2020/6） 

・ Kumi Morishita・Momomi Nakamura・Tomoaki Ishibashi：「The Job Description of Aged 

80 and Over；The Case of SHRC In Japan」The 11th Asia/ Oceania Congress of 

Gerontology and Geriatrics（2019/10、Taiwan） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「認知機能低下が見られる高齢者の就業；都内シル

バー人材センター会員を対象に」第 78 回日本公衆衛生学会総会（2019/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員が希望しない仕事の特

徴」第 14 回日本応用老年学会大会（2019/10） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センターにおける退会会員の特性；

全国調査からの検討」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 塚本成美・石橋智昭・森下久美・中村桃美・大坪英二郎・松田文子・渡辺修一郎：

「シルバー人材センターの 80 歳以上の会員が担当している仕事の内容と条件」日

本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 中村桃美・森下久美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員の年齢段階別の退会理

由；全国 6 万人調査の結果から」第 77 回日本公衆衛生学会総会（2018/10） 

・ 中村桃美・塚本成美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員の加齢と就業①； 

  配分金からみた就業量の変化」．日本老年社会科学会第 60 回大会（2018/6） 

 (競争的資金)  

・ 科学研究費助成事業(2018-2020)「高齢期の認知機能低下は生きがい就業を不可能に

するか；支援方法構築のための基礎研究」． 

大学・関係団体 
での役職 ・ 社会福祉法人亀鶴会 公益的取組み推進委員 
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安 順姫 研究員（修士＜老年学＞） 

専門領域  ・ 老年学 

研究テーマ 
・ うつ予防教室終了後の自主グループ活動の推進 

・ 介護予防教室終了後の自主活動定着のための支援のあり方 

・ うつ予防プログラムの普及・定着 

近年の主な業績 

(論文) 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：ポジティブ心理学的介入に基づくうつ予防教室終了

後の自主グループ活動への継続参加に関する要因．応用老年学，2020；14(1)：4-12 

・ 安順姫、芳賀博、兪今：介護予防ボランティア登録者の活動への参加頻度に関連 

する要因．老年学雑誌 2011；2：1-13． 

(学会発表) 

・ 安順姫、芳賀博、岩田明子：「ポジティブ心理学的介入に基づくハッピープログラム

が高齢者の不安に与える影響」第 79 回日本公衆衛生学会総会(2020/10） 

・ 安順姫、芳賀博、岩田明子：「地域在住高齢者の抑うつ症状の変化と発症に関連する

要因：4 年間の縦断的研究」．第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：「自主グループ活動を継続させるための支援のあり方

～「ハッピー教室」終了後の自主グループを対象とした検討～」日本老年社会科学

会第 62 回大会（2020/6） 

・ 安順姫、芳賀博、佐藤美由紀：「うつ予防教室終了後の自主活動継続のための支援の

あり方」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 安順姫、兪今：「うつ予防教室終了後の自主活動がその後のメンタルヘルスに与える

効果」第 77 回日本公衆衛生学会総会(2018/10) 

・ 兪今、安順姫、張慶鎬：「中国の高学歴層高齢者における睡眠状態とその関連要因」

第 82 回日本健康学会(2017/11) 

・ 安順姫、兪今：「うつ予防教室終了後における自主グループ活動への参加の実態およ

びその関連要因－神奈川県 C 市を事例とした検討－」第 12 回日本応用老年学会大

会(2017/10) 

・ 安順姫、兪今：「高齢者の主観的幸福感とハッピープログラムの実施状況との関連」

日本老年社会科学会第 59 回大会(2017/6) 

・ 兪今、安順姫：「高齢期における幸福感がその後の抑うつ発症に与える影響；5 年間

の縦断的研究から得られた知見」第 32 回日本老年精神医学会学術集会(2017/6) 

 (競争的資金) 

・ 三井住友海上福祉財団（2020-2021 年度）：ポジティブ心理学的介入が軽度要介護高

齢者の精神的健康に及ぼす効果 

・ 平成 29 年度 科学研究費助成事業(平成 29～平成 30 年度)：うつ予防教室終了後の自

主活動定着のための支援に関する研究 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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上原 隆夫 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学、社会福祉学 

研究テーマ ・ 介護者支援 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ 「高齢者ホームを選ぶときにまず読む本」秀和システム（2016）（共著） 

(学会発表)  

・ 上原隆夫・中村桃美・中村正人「特別養護老人ホーム職員が考える良質な入居者の

自立支援方法とは何か」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 上原喜光・上原隆夫「無縁社会における高齢被災者への支援－被災者 57 名を対象と

した面接調査データの二次分析から」日本老年社会科学会第 60 回大会（2018/6） 

・ 上原隆夫・上原喜光・中村桃美「研究フィールドが求める研究者との関わり方－高

齢者研究協力経験者への面接調査からの検討」日本老年社会科学会第 60 回大会

（2018/6） 

・ 上原隆夫・中村桃美「孤立高齢者に対するサロン活動への参加支援方法の検討―都

内大規模団地を担当する地域支援部署 10 ヶ所へのヒアリング調査から―」日本老年

社会科学会第 59 回大会（2017/6） 

・ 上原喜光・上原隆夫・中村桃美「都市部互助型サロン活動からの報告（1)―サロン活

動の実態―」日本老年社会科学会第 58 回大会（2016） 

・ 上原隆夫・上原喜光・中村桃美「都市部互助型サロン活動からの報告（2)―活動スタ

ッフの特徴―」日本老年社会科学会第 58 回大会（2016/6） 
 

大学・関係団体 
での役職 

・社会福祉法人亀鶴会 理事 
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森下 久美 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学、栄養学 

研究テーマ 
・ 認知症の人の家族介護者支援 

・ シルバー人材センターにおける安全就業支援 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・認知症の人と家族を支えるガイドブック；第 2 章-7 子育てと介護を同時に行ってい

る人(ダブルケア)の支援にはどのようなものがあるか(分担執筆).ワールドプランニ

ング.東京.2020 

(論文) 

・ 森下久美・渡辺修一郎・長田久雄：「シルバー人材センター会員における運動機能およ

び認知機能と主観的疲労感の関連；屋外作業における検討」応用老年学，14(1)，2020 

・ 石橋智昭・森下久美・中村桃美：「シルバー人材センター会員の加齢と就業；65～66

歳会員の 3 時点 10 年間の変化」 老年社会科学，42(3)，2020 

・ 関野明子・矢吹知之・長田久雄・森下久美：「認知症高齢者と家族介護者との同居・

別居における背景要因の比較；別居介護研究の進展に向けた研究課題の検討」日本

認知症ケア学会誌，19(3)，2020 

・ 森下久美・長田久雄：「大学生の認知症の人への態度に関連する要因の検討；非医療

福祉系専攻の学生に着目して」老年学雑誌，10，2019 

 (学会発表)  

・ 森下久美・松山玲子・渡辺修一郎・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに

おける 10 年間の重篤事故状況の推移」第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 森下久美・渡辺修一郎・長田久雄：「高齢就業者の運動機能・認知機能と就業時の疲

労感の関連：シルバー人材センター会員の屋外作業における検討」日本老年社会科

学会第 62 回大会（Vol.42 No.2 誌上発表）（2020/6） 

・ Kumi Morishita・Momomi Nakamura・Tomoaki Ishibashi：「The Job Description of Aged 

80 and Over；The Case of SHRC In Japan」The 11th Asia/ Oceania Congress of 

Gerontology and Geriatrics（2019/10） 

・ 森下久美・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員における就業につかな

い要因の検討」第 14 回日本応用老年学会大会（2019/10） 

・ 森下久美・石橋智昭・中村桃美・大坪英二郎・塚本成美・松田文子・渡辺修一郎：

「会員の認知機能低下に対するシルバー人材センターの意識」日本老年社会科学会

第 61 回大会（2019/6） 

・ 森下久美・中村桃美・石橋智昭：「高齢者に対する認知症サポーター養成講座の有用

性の検討」第 77 回日本公衆衛生学会総会（2018/10） 

・ 森下久美・矢吹知之・長田久雄・関野明子：「老老介護における空白の期間の実態；

認知症家族介護における検討」第 13 回日本応用老年学会大会（2018/10） 

・ 森下久美・長田久雄：「大学生の認知症の人への態度と知識の関連」．日本老年社会

科学会第 60 回大会（2018/6） 
 

Ⅱ 財団の目的と事業・研究の領域 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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上原 隆夫 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学、社会福祉学 

研究テーマ ・ 介護者支援 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・ 「高齢者ホームを選ぶときにまず読む本」秀和システム（2016）（共著） 

(学会発表)  

・ 上原隆夫・中村桃美・中村正人「特別養護老人ホーム職員が考える良質な入居者の

自立支援方法とは何か」日本老年社会科学会第 61 回大会（2019/6） 

・ 上原喜光・上原隆夫「無縁社会における高齢被災者への支援－被災者 57 名を対象と

した面接調査データの二次分析から」日本老年社会科学会第 60 回大会（2018/6） 

・ 上原隆夫・上原喜光・中村桃美「研究フィールドが求める研究者との関わり方－高

齢者研究協力経験者への面接調査からの検討」日本老年社会科学会第 60 回大会

（2018/6） 

・ 上原隆夫・中村桃美「孤立高齢者に対するサロン活動への参加支援方法の検討―都

内大規模団地を担当する地域支援部署 10 ヶ所へのヒアリング調査から―」日本老年

社会科学会第 59 回大会（2017/6） 

・ 上原喜光・上原隆夫・中村桃美「都市部互助型サロン活動からの報告（1)―サロン活

動の実態―」日本老年社会科学会第 58 回大会（2016） 

・ 上原隆夫・上原喜光・中村桃美「都市部互助型サロン活動からの報告（2)―活動スタ

ッフの特徴―」日本老年社会科学会第 58 回大会（2016/6） 
 

大学・関係団体 
での役職 

・社会福祉法人亀鶴会 理事 
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森下 久美 研究員（修士＜老年学＞） 

専 門 領 域 ・ 老年学、栄養学 

研究テーマ 
・ 認知症の人の家族介護者支援 

・ シルバー人材センターにおける安全就業支援 

近年の主な業績 

(著書／分担執筆) 

・認知症の人と家族を支えるガイドブック；第 2 章-7 子育てと介護を同時に行ってい

る人(ダブルケア)の支援にはどのようなものがあるか(分担執筆).ワールドプランニ

ング.東京.2020 

(論文) 

・ 森下久美・渡辺修一郎・長田久雄：「シルバー人材センター会員における運動機能およ

び認知機能と主観的疲労感の関連；屋外作業における検討」応用老年学，14(1)，2020 

・ 石橋智昭・森下久美・中村桃美：「シルバー人材センター会員の加齢と就業；65～66

歳会員の 3 時点 10 年間の変化」 老年社会科学，42(3)，2020 

・ 関野明子・矢吹知之・長田久雄・森下久美：「認知症高齢者と家族介護者との同居・

別居における背景要因の比較；別居介護研究の進展に向けた研究課題の検討」日本

認知症ケア学会誌，19(3)，2020 

・ 森下久美・長田久雄：「大学生の認知症の人への態度に関連する要因の検討；非医療

福祉系専攻の学生に着目して」老年学雑誌，10，2019 

 (学会発表)  

・ 森下久美・松山玲子・渡辺修一郎・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センターに

おける 10 年間の重篤事故状況の推移」第 15 回日本応用老年学会大会（2020/10） 

・ 森下久美・渡辺修一郎・長田久雄：「高齢就業者の運動機能・認知機能と就業時の疲

労感の関連：シルバー人材センター会員の屋外作業における検討」日本老年社会科

学会第 62 回大会（Vol.42 No.2 誌上発表）（2020/6） 

・ Kumi Morishita・Momomi Nakamura・Tomoaki Ishibashi：「The Job Description of Aged 

80 and Over；The Case of SHRC In Japan」The 11th Asia/ Oceania Congress of 

Gerontology and Geriatrics（2019/10） 

・ 森下久美・中村桃美・石橋智昭：「シルバー人材センター会員における就業につかな

い要因の検討」第 14 回日本応用老年学会大会（2019/10） 

・ 森下久美・石橋智昭・中村桃美・大坪英二郎・塚本成美・松田文子・渡辺修一郎：

「会員の認知機能低下に対するシルバー人材センターの意識」日本老年社会科学会

第 61 回大会（2019/6） 

・ 森下久美・中村桃美・石橋智昭：「高齢者に対する認知症サポーター養成講座の有用

性の検討」第 77 回日本公衆衛生学会総会（2018/10） 

・ 森下久美・矢吹知之・長田久雄・関野明子：「老老介護における空白の期間の実態；

認知症家族介護における検討」第 13 回日本応用老年学会大会（2018/10） 

・ 森下久美・長田久雄：「大学生の認知症の人への態度と知識の関連」．日本老年社会

科学会第 60 回大会（2018/6） 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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森田 彩子（東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科国際健康推進医学分野 講師） 

専門領域・テーマ ・ 社会医学、公衆衛生学・健康科学、国際保健学 

廣岡 佳代（東京医療保健大学東が丘看護学部 講師） 

専門領域・テーマ ・ 終末期ケア、緩和ケア、在宅ケア、訪問看護 

松田 文子（公益財団法人大原記念労働科学研究所 特別研究員） 

専門領域・テーマ ・ 労働科学、人間工学、産業組織心理学、安全工学 

早尾 弘子（公益社団法人日本看護協会 職員） 

専門領域・テーマ ・ 基礎看護学、健康情報分析学 

土屋 瑠見子（一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構 研究員） 

専門領域・テーマ ・ リハビリテーション、老年学、公衆衛生学 

大坪 英二郎（明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 兼任講師） 

専門領域・テーマ ・ 保険学、高齢社会論、年金マネジメント、パーソナルファイナンス 

 

 

 

 

 

 

研究スタッフの詳細は当財団ホームページをご参照ください 

https://dia.or.jp/profile/researcher/ 

 
リンクしない場合は財団のトップページからアクセスしてください 
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【客員研究員】 

芳賀 博（佐久大学看護学部 客員教授） 

専門領域・テーマ ・ 公衆衛生学・健康科学、応用健康科学、老年学 

新野 直明（桜美林大学大学院老年学研究科 教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年学、衛生学、公衆衛生学、疫学、老年医学 

塚本 成美（城西大学経営学部 教授） 

専門領域・テーマ ・ 経営社会学、経営組織論、人事労務論、雇用労働論 

渡辺 修一郎（桜美林大学大学院 老年学研究科 教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年学、地域保健学、産業保健学、老年医学 

二宮 彩子（城西国際大学看護学部 教授） 

専門領域・テーマ ・ 基礎看護学、在宅ケア 

高野 龍昭（東洋大学ライフデザイン学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 介護保険、ケアマネジメント 

小野 恵子（青森県立保健大学健康科学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 地域・老年看護学、在宅ケア、在宅看護、訪問看護 

五十嵐 歩（東京大学医学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年看護学（慢性期医療・施設・在宅における高齢者ケアの質評価・改善） 

阿部 詠子（東京医療学院大学保険医療学部看護学科 講師） 

専門領域・テーマ ・ 在宅看護、多職種連携・協働・多因子介入 

 

Ⅱ 財団の目的と事業・研究の領域 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  

�
�

�
�

�
�

 

主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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森田 彩子（東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科国際健康推進医学分野 講師） 

専門領域・テーマ ・ 社会医学、公衆衛生学・健康科学、国際保健学 

廣岡 佳代（東京医療保健大学東が丘看護学部 講師） 

専門領域・テーマ ・ 終末期ケア、緩和ケア、在宅ケア、訪問看護 

松田 文子（公益財団法人大原記念労働科学研究所 特別研究員） 

専門領域・テーマ ・ 労働科学、人間工学、産業組織心理学、安全工学 

早尾 弘子（公益社団法人日本看護協会 職員） 

専門領域・テーマ ・ 基礎看護学、健康情報分析学 

土屋 瑠見子（一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構 研究員） 

専門領域・テーマ ・ リハビリテーション、老年学、公衆衛生学 

大坪 英二郎（明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 兼任講師） 

専門領域・テーマ ・ 保険学、高齢社会論、年金マネジメント、パーソナルファイナンス 
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【客員研究員】 

芳賀 博（佐久大学看護学部 客員教授） 

専門領域・テーマ ・ 公衆衛生学・健康科学、応用健康科学、老年学 

新野 直明（桜美林大学大学院老年学研究科 教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年学、衛生学、公衆衛生学、疫学、老年医学 

塚本 成美（城西大学経営学部 教授） 

専門領域・テーマ ・ 経営社会学、経営組織論、人事労務論、雇用労働論 

渡辺 修一郎（桜美林大学大学院 老年学研究科 教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年学、地域保健学、産業保健学、老年医学 

二宮 彩子（城西国際大学看護学部 教授） 

専門領域・テーマ ・ 基礎看護学、在宅ケア 

高野 龍昭（東洋大学ライフデザイン学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 介護保険、ケアマネジメント 

小野 恵子（青森県立保健大学健康科学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 地域・老年看護学、在宅ケア、在宅看護、訪問看護 

五十嵐 歩（東京大学医学部 准教授） 

専門領域・テーマ ・ 老年看護学（慢性期医療・施設・在宅における高齢者ケアの質評価・改善） 

阿部 詠子（東京医療学院大学保険医療学部看護学科 講師） 

専門領域・テーマ ・ 在宅看護、多職種連携・協働・多因子介入 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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７．調査研究受託事業一覧（2017年度より開始） 

(1) ２ ０ １ ７年度 

  １）「高品質サービスの言語化」に向けた事例の検証・解析調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

  ２）「要介護者の認定レベル推移データ」提供事業 

     委託元：東京海上日動火災保険株式会社 

  ３）80代になっても元気で働けるシルバー人材センターのあり方に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

  ４）生きがい就業の介護予防効果に関する共同研究における埼玉県版総括報告書作成業務 

     委託元：公益財団法人いきいき埼玉 

(2) ２ ０ １ ８年度 

  １）伴走型介護の可視化に向けた評価指標の確立に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

  ２）80代になっても元気で働けるシルバー人材センター会員の増加策に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

  ３）「在宅生活を支える重度化予防のためのケアとその効果についての既存指標等を用いた調査研究」支援業務 

     委託元：日本生活協同組合連合会 

(3) ２ ０ １ ９年度 

  １）高齢期会員の就業ハンドブック作成事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 
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６．他機関・団体等との交流 

(1) 第 15回日本応用老年学会大会を開催 

2020年 10月 2・3日に石橋智昭研究部長が大会長となり、ダイヤ財団が大会を運営した「第 15回日本

応用老年学会大会」を開催しました。 

日本応用老年学会は、学際領域からなる「老年学」の知識を、商品やサービス開発、生きがいや社会貢

献プログラム等への利活用を促進する産学官民のネットワークセンターとして 2006 年に発足した学術

団体です。 

ダイヤ財団では、2020 年度の大会運営にあたり、『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げ準備を進めてまいりました。残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場

開催を断念せざるを得なくなりましたが、財団の会議室等からオンライン配信にて大会プログラムを実

施することとなりました。 

大会一日目は、企業や非営利組織による先進的な取組み事例を共に学ぶための「公開シンポジウム」

を４セッション設定し、172名の方にオンラインで視聴いただきました。視聴者の７割は、学会員以外の

企業や行政、民間活動団体の実務者で、今後の産学官民連携に期待を感じさせるイベントとなりました。

また、大会二日目の研究発表では、オンラインを通じて 60名の研究者による熱心な議論が交わされ、「老

年学」の最新知見を共有しました。 

今回の大会運営の成功が財団のプレゼンス向上につながるよう、産学官民のネットワークをより一層

活かして研究活動を展開していきます。 

 

(2) 内閣府主催「令和 2年度 高齢社会フォーラム」への参画 

2021年 1月 18日に「改めて考えよう、ウイズコロナをふまえた高齢社会の未来像」をテーマにオンラ

イン配信で開催されたフォーラムに、澤岡詩野主任研究員が企画運営委員及び第三分科会「コロナ禍も

紡いできた地域のつながりを途絶えさせないためには？」のコーディネーターとして参画しました。 

 

(3) 埼玉県共助社会づくり課市町村支援事業「埼玉人生 100年時代の楽しみ方研

究所」への参画 

埼玉県では、新しい生活様式を見据えた地域のつながりを再構築する手法を確立するために、2020年

4月から 2021年 3月まで、市町村の実務担当者を対象にした出張研究会を開催しました。澤岡詩野主任

研究員は有識者として、具体的な事業の組み立てまでのアドバイスを行いました。加えて、この成果物

である「どこでもゼミナール；コロナ禍の１年を経て、新しいドアを開くために」の監修を行いました。 
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財団の目的と事業・研究の領域 
三菱グループにより設立された当財団は、調査・研

究活動を通じて高齢社会の保健、医療、福祉等の課題

解決をめざし、公益に寄与しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な研究領域 

健 康  生きがい 

経 済  
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主な普及・広報活動  

講演会・シンポジウム 
等イベント開催 

社会老年学文献データ 
ベース「DiaL」の提供 

研究論文・研究報告書・ 
学会発表 

機関誌『Dia News』・ 
調査報告書等の発行 

うつ予防プログラム 
「ハッピープログラム」 

シニアが楽しむエアロ 
ビック「ダイヤビック」 

主な研究・調査活動（2020年度） 

〔ダイヤ財団主管研究〕 

 多面的なQOL指標を含む科学的介護のデータベース構築 

 介護予防系事業に関するエビデンスを蓄積する共同研究  

 訪問介護事業所向けスマホアプリの効果検証に関する研究 

 シルバー大学校受講生のQOL向上に関する共同研究事業 

 シルバー人材センター会員の効果的な健康管理に関する共同研究事業 

 シルバー人材センターの就業における事故に関する研究事業 

 こころの健康づくりにおける自主活動を継続するための支援のあり方 

に関する研究 

 「ハッピープログラム」の介入が軽度要介護高齢者の心身の健康に及ぼす影
響 

 都市高齢者の社会関係周縁部に関する研究 

 高齢期の社会的自立維持に ICTの果たす役割に関する研究 

 ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する介護予防事業の構築・継続要因
に関する研究 

 介護と就労に関する調査 

�
�

�
�

�
 

調査研究を通じて得られた知
見、技術等を活用して行う受 
託事業及び高齢社会の諸問題 
に関するテキスト、教材等の 

有償頒布等 

賛助会員関連団体が行う

高齢者による社会貢献活

動に対する協力及び支援 

Ⅲ 研究・活動トピックス 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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７．調査研究受託事業一覧（2017年度より開始） 

(1) ２ ０ １ ７年度 

  １）「高品質サービスの言語化」に向けた事例の検証・解析調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

  ２）「要介護者の認定レベル推移データ」提供事業 

     委託元：東京海上日動火災保険株式会社 

  ３）80代になっても元気で働けるシルバー人材センターのあり方に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

  ４）生きがい就業の介護予防効果に関する共同研究における埼玉県版総括報告書作成業務 

     委託元：公益財団法人いきいき埼玉 

(2) ２ ０ １ ８年度 

  １）伴走型介護の可視化に向けた評価指標の確立に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

  ２）80代になっても元気で働けるシルバー人材センター会員の増加策に関する調査研究事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

  ３）「在宅生活を支える重度化予防のためのケアとその効果についての既存指標等を用いた調査研究」支援業務 

     委託元：日本生活協同組合連合会 

(3) ２ ０ １ ９年度 

  １）高齢期会員の就業ハンドブック作成事業 

     委託元：公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

 

Ⅵ 財団の概要・組織・研究スタッフ 

 

Dia Report 2020  42   
ダイヤ高齢社会研究財団 

 

６．他機関・団体等との交流 

(1) 第 15回日本応用老年学会大会を開催 

2020年 10月 2・3日に石橋智昭研究部長が大会長となり、ダイヤ財団が大会を運営した「第 15回日本

応用老年学会大会」を開催しました。 

日本応用老年学会は、学際領域からなる「老年学」の知識を、商品やサービス開発、生きがいや社会貢

献プログラム等への利活用を促進する産学官民のネットワークセンターとして 2006 年に発足した学術

団体です。 

ダイヤ財団では、2020 年度の大会運営にあたり、『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げ準備を進めてまいりました。残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場

開催を断念せざるを得なくなりましたが、財団の会議室等からオンライン配信にて大会プログラムを実

施することとなりました。 

大会一日目は、企業や非営利組織による先進的な取組み事例を共に学ぶための「公開シンポジウム」

を４セッション設定し、172名の方にオンラインで視聴いただきました。視聴者の７割は、学会員以外の

企業や行政、民間活動団体の実務者で、今後の産学官民連携に期待を感じさせるイベントとなりました。

また、大会二日目の研究発表では、オンラインを通じて 60名の研究者による熱心な議論が交わされ、「老

年学」の最新知見を共有しました。 

今回の大会運営の成功が財団のプレゼンス向上につながるよう、産学官民のネットワークをより一層

活かして研究活動を展開していきます。 

 

(2) 内閣府主催「令和 2年度 高齢社会フォーラム」への参画 

2021年 1月 18日に「改めて考えよう、ウイズコロナをふまえた高齢社会の未来像」をテーマにオンラ

イン配信で開催されたフォーラムに、澤岡詩野主任研究員が企画運営委員及び第三分科会「コロナ禍も

紡いできた地域のつながりを途絶えさせないためには？」のコーディネーターとして参画しました。 

 

(3) 埼玉県共助社会づくり課市町村支援事業「埼玉人生 100年時代の楽しみ方研

究所」への参画 

埼玉県では、新しい生活様式を見据えた地域のつながりを再構築する手法を確立するために、2020年

4月から 2021年 3月まで、市町村の実務担当者を対象にした出張研究会を開催しました。澤岡詩野主任

研究員は有識者として、具体的な事業の組み立てまでのアドバイスを行いました。加えて、この成果物

である「どこでもゼミナール；コロナ禍の１年を経て、新しいドアを開くために」の監修を行いました。 
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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